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概要 ＥＡ (600字～800字程度にまとめてください。) 

過塩素酸は、ミサイルやロケット燃料などの酸化剤、自動車のエアバック、発煙筒，花火

及び硝石を原料とする有機肥料などに用いられることで、環境中に排出されており、自然条

件下においても大気中の塩素粒子放電や光化学反応により生成される難分解性新興汚染物質

である。本研究では、環境中で動的な振る舞いをし、いまだ決定的な吸着体が見出されてい

ない過塩素酸の吸着剤の開発を、代表的粘土鉱物であるモンモリロナイトの有機修飾によっ

ておこなった。 

有機修飾に用いた陽イオン界面活性剤は第 4 級アミン基を有する炭素鎖 C14～C18 のもの

であり、合成した有機修飾粘土による過塩素酸イオンの吸着量は、アルキル鎖が長いほど増

大したが、一方その吸着速度は遅くなった。過塩素酸イオンの最大吸着容量は、0.95 

mmol/g-composite であった。この吸着容量の値は、用いた界面活性剤の炭化水素鎖長、陽イオ

ン官能基の種類、炭化水素鎖の数によって相乗的に影響を受けることがわかった。 

同一の界面活性剤で修飾したとしても、有機修飾粘土の合成方法によっても、過塩素酸イオン

の最大吸着容量は変化した。合成時にすでに過塩素酸イオンが共存する場合には、合成時に共

存させない場合よりも、過塩素酸の取り込み総量は大きくなった。これはピリジン基と過塩素酸

イオンとの強い相互作用によって、ピリジン基がモンモリロナイトの陽イオン交換サイトに吸着

するよりも先に過塩素酸イオンと結合してしまうためである。 

benzyloctadecyldimethylammonium chlorideによって最適化された有機修飾粘土は、XRD およ

び FTIR により、層間にインターカレートされた界面活性剤分子は傾斜配列しながら二分子目以

上は疎水性相互作用によって多分子層吸着し三次元構造を形成していると推定される。また過塩

素酸イオンの吸着量は25～45℃の温度範囲において、影響が小さいこと、過塩素酸イオン吸着時

の有機物の剥離度はTOCとして0.3~0.5 mg/Lにとどまること、共存イオンとして環境水の主要陰

イオンであるCl-, SO4
2-にはほとんど影響を受けず、高い選択性を維持しているが、NO3

-にはやや

選択性が悪くなることを明らかにした。 
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欧文概要 ＥＺ 

  Surfactant modified montmorillinite has been synthesized for removal of perchlorate, and the 

optimized adsorbent has been characterized from both aspects of structure and properties.  The 

most optimized surfactant modified clay was synthesized using 

benzyloctadecyldimethylammonium chloride, which possesses the quaternary ammonium ion as 

the functional group, and its maximum adsorption density of perchlorate was found to 0.95 

mmol/g-composite.  Its thermo-stability and the selectivity were also examined.  The adsorption 

capacity of perchlorate of the synthetized surfactant modified montmorillonite was quite stable in 

a range of 25 and 45℃ and released organic substances were within 0.3~0.5 mg/L in TOC.  

Effect of coexisting Cl-, SO4
2- was negligible to show the high selectivity of perchlorate, while 

coexisting NO3
- lowered around 20% in adsorption capacity of perchlorate.   
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